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2 ニューロエシックスの成立史については、アイレスとラフィン（Illes and Raffin 2002）、ニ
コラス（Nicholas 2006）などに簡単な説明がある。 
3 その詳細については、福士・佐倉 2006；佐倉・福士 2007参照。 
4 U.S. President’s Council on Bioethics 2003（カス 2005）; Garland 2004（ガーランド 2007）; 



















提示している（Illes 2006b: ix-x）。 
 




(2) 倫理の脳科学（the neuroscience of ethics）：人間行動の合理性、自己やその
同一性、自由意志と責任など、哲学や倫理学において伝統的に議論されてきた
概念に対する、最新の脳科学の見地からの再検討。 
























                                                
7 正確に言えば、アイレスはこの第三の問題のことを、「ニューロエシックス、正義、社会制
度の間のインターフェイス」（the interface between neuroethics, justice, and social institutions）等と










三分法 脳科学の倫理 脳科学の倫理的影響 倫理の脳科学 









































9 同様の見解は、香川知晶（2006: 192-3）によっても指摘されている。 
10 この点は、ニコラスによっても指摘されている（Nicholas 2006: 6, 8）。 
11 例えば、ウェブ上で生命倫理学文献データベース ETHXWebと医学文献データベース Pub- 
Medを検索（キーワード：neuroethics、2007年 10月 8日現在）し、さらにその中から生命倫理


























                                                
















































                                                
13 その代表的著作としては、米国大統領生命倫理評議会の報告書である『治療を超えて』（U.S. 
President’s Council on Bioethics 2003）を挙げることができる。あるいは、生命倫理学の枠を多少
広げることが許されるのであれば、さらにフランシス・フクヤマの著作をそこに含めることもで








































































第 2 章「脳科学技術の二重使用」では、桑原卓志・山本圭一郎が、関連する 2
本のターゲット論文の内容を脳科学技術の「二重使用」（医学目的外の使用）の
問題という統一的な視点から捉え直したうえで、論点の整理を試みている。そ
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プ）、課題番号：18800014）による研究成果の一部である。 
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